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１ ． ま え が き ： 教 育 用 小 道 具 の 効 用  

著 者 ２ 名 は 、都 市 工 学 科 に て コ ン ク リ ー ト 工 学 系 科 目（ コ ン ク リ ー ト 工 学 、鉄 筋 コ ン ク リ ー

ト 構 造 ）、 実 験 /演 習 科 目 （ 都 市 工 学 実 験 演 習 、 設 計 製 図 ） を 担 当 し 、 表 題 の 教 育 ３ 点 セ ッ ト の

開 発 /試 行 /改 善 に 努 め 、 既 に 1 2 年 程 度 経 過 し た [ 2 ] , [ 5 ]。 参 考 文 献 に て 示 し た と お り 、 学 内 外 に

報 告 し て お り 、 多 く の 問 い 合 わ せ が あ り 、 本 文 に て ‘そ の 後 の 続 報 ’を 報 告 し ま す 。  

授 業 現 場 で は 、小 道 具 /飛 び 道 具 ＋ Ｗ Ｅ ｂ を 使 っ て 、学 生 に サ ー ビ ス す る 時 代 で あ る 。最 近 で

は 、 ‘熱 血 教 室 ‘が 話 題 と な っ て い る が 、 そ の テ レ ビ 放 映 を よ く 見 る と 、 教 授 お 手 製 の 教 育 ツ ー

ル （ 小 道 具 の よ う な も の ） が 登 場 し て い る 。か な り 以 前 の 話 し だ が 、 米 国 の あ る ノ ー ベ ル 賞 受

賞 学 者 が 、 彼 の 授 業 で は 、 手 作 り の 小 道 具 （ 教 育 教 材 ） を 持 ち 込 み 、 嬉 々 と し て 学 生 に 見 せ る

と い う こ と を 聞 い た こ と が あ る 。著 者 ら も 、（ ノ ー ベ ル 学 者 に 及 ば な い も の の ）、教 室 に て 各 種

の 小 道 具 を 持 ち 込 み 活 用 し て い る が 、 ‘一 番 楽 し い の は 先 生 で し ょ ！ ’の 揶 揄 も ‘わ が 意 を 得 た

り ’の 心 境 で あ る 。 加 え て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 全 盛 時 代 に て 、 膨 大 な 情 報 が WE B を 介 し て 発 信 さ

れ 、メ ー ル に よ る 双 方 向 性 も 重 要 な 機 能 で あ る 。大 容 量 、即 時 性 、文 字 情 報 /動 画 静 止 画 情 報 な

ど の 多 様 性 が 特 筆 さ れ 、 こ れ を 授 業 に 使 わ な い 手 は な い 。  

 

２ ．『 教 育 ３ 点 セ ッ ト 』 と は ．．  

そ れ で は 、 著 者 ら の 開 発 /試 行 す る 『 教 育 ３ 点 セ ッ ト 』 と は 、 再 記 す る と 以 下 の と お り 。  

＃ 1： 教 室 で 使 え る 教 育 ツ ー ル /教 育 教 材  

＃ 2： 授 業 用 専 用 ホ ー ム ペ ー ジ  

＃ 3： わ か り や す い 教 科 書 と 演 習 書 （ シ ラ バ ス 連 動 型 ）  

開 発 当 初（ 1 9 9 5 年 頃 ）は ，個 々 に 試 行 し 、後 に『 教 育 ３ 点 セ ッ ト 』と 呼 ぶ よ う に な っ た こ と

を 付 記 す る 。 こ の う ち 、 特 に 、 ＃ 1： 教 育 ツ ー ル /教 育 教 材 、 ＃ 2： 授 業 用 専 用 We b に つ い て 、

事 例 を 交 え て 報 告 す る 。  

 

３ ． 教 育 3 点 セ ッ ト ＃ １ ： 教 室 で 使 え る 教 育 ツ ー ル /教 育 教 材  

我 々 の 日 常 の 授 業 で は 、 黒 板 、 紙 媒 体 資 料 、 p p t、 Wo r d（ O H P は も は や 無 用 の 長 物 か ？ ） が

中 心 と な る が 、 工 学 教 育 の 場 合 、 こ れ だ け で は 自 ず と 限 界 が あ る 。 手 に 触 れ 、 目 で 見 る 教 育 ツ

ー ル （ 教 育 教 材 ） の 活 用 が 必 須 で あ る 。 ま さ し く 、 ‘見 て ’、 ‘触 れ て ’、 時 に ‘叩 き ’、 ‘壊 す ’こ と

か ら 覚 え る の で あ る 。 再 度 繰 り 返 し に な る が 、 普 段 使 う 、 黒 板 /配 布 資 料 /Ｏ Ｈ Ｐ /ｐ ｐ ｔ は 、 ２

次 元 （ 平 面 ） で あ り 、 講 義 で 扱 う モ ノ は 、 ほ と ん ど が ３ 次 元 （ 立 体 ） で あ る こ と を 、 ゆ め ゆ め

忘 れ て は な ら な い 。  

そ れ で は 、 ど の よ う な も の を ど う や っ て 作 る か ？ こ れ に は 、 著 者 の 経 験 か ら 言 う と 、 教 員 の

工 夫 ･熱 意・こ だ わ り ･資 金 が 、重 要 な 要 素 で あ る 。こ れ ま で い ろ い ろ な 教 材 を 試 作 し 、失 敗 作 ･
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不 興 作 も 多 い が 、 こ こ で は 、 披 露 に 耐 え る も の を ３ 点 紹 介 し た い 。  

ま ず は 、 コ ン ク リ ー ト が ど の よ う な 組 成 で あ る か 。 こ れ は 、 写 真 1 の よ う な コ ン ク リ ー ト の

断 面 を 作 成 し て い る 。 コ ン ク リ ー ト と は ペ ー ス ト 結 合 材 （ セ メ ン ト +水 +混 和 材 +砂 ） に よ っ て

粗 骨 材（ 砂 利 ）を 固 化 し た も の で あ る が 、こ れ が 一 目 瞭 然 に 分 か る 。さ ら に 、 ( a )普 通 骨 材（ 川

砂 利 ） と  ( b )膨 張 性 頁 岩 （ か な り 特 殊 ）、 と の 比 較 か ら 、 コ ン ク リ ー ト の 分 類 を 学 習 で き る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (a) 普 通 コ ン ク リ ー ト     (b) 膨 張 性 頁 岩 コ ン ク リ ー ト  

写 真 1 コ ン ク リ ー ト の 断 面  

次 に 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の 梁 部 材 （ R C 梁 と 呼 ぶ ） に よ る 力 学 挙 動 の 理 解 （ ど の よ う に 荷

重 を 支 え 、 ど の よ う に 壊 れ る か ） が 重 要 で あ り 、 こ の た め の 教 育 ツ ー ル を お 見 せ し た い 。  

写 真 2 は 、軟 質 ゴ ム 製 の 梁 部 材 で 、( a )  載 荷 前（ 無 荷 重 状 態 ）、( b )載 荷 中 /曲 げ ひ び 割 れ 発 生 、

の よ う に 2 段 階 に て 見 せ る と こ ろ が ミ ソ で あ る 。 こ の ゴ ム 製 梁 部 材 は 、 予 め ひ び 割 れ （ 曲 げ ひ

び 割 れ ） を 想 定 し て 、 カ ッ タ ー ナ イ フ に て 切 り 込 み を 入 れ て あ る 。 ( a )  載 荷 前 で は 、 ほ と ん ど

目 視 で き な い が 、 荷 重 の 増 大 に 従 っ て ひ び 割 れ が 顕 在 化 （ 開 口 ） す る 。 こ の 場 合 、 プ ラ ス の 曲

げ モ ー メ ン ト で あ る の で 、 梁 部 材 の 下 縁 か ら ひ び 割 れ が 発 生 し 、 軟 質 ゴ ム 製 に よ る 模 型 部 材 で

は あ る が 、 実 際 の R C 梁 と 同 様 の メ カ ニ ズ ム を 再 現 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 載 荷 前 （ 無 荷 重 状 態 ）           (b)載 荷 中 /曲 げ ひ び 割 れ  

写 真 2 硬 質 ゴ ム 製 の 梁 模 型 部 材  
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次 の 写 真 3 は 同 じ く 梁 部 材 で あ る が 、 小 型 な が ら 本 物 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 で あ り 、 実 際 に

載 荷 試 験 に て 破 壊 さ せ て い る 。こ れ は 、鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の 梁 部 材 の 縮 尺 小 型 模 型（ 幅 7 c m、  

高 さ 1 0 c m、  長 さ 7 0 c m） で 、 都 市 工 学 実 験 演 習 に て 、 学 生 が 実 際 に 作 成 /破 壊 さ せ た 供 試 体 で

あ る 。 前 年 度 に て ‘上 手 に 破 壊 さ せ た 供 試 体 ’を 、 教 室 に 持 ち 込 ん で 、 実 際 の ひ び 割 れ の 進 展 、

コ ン ク リ ー ト の 破 壊 /剥 離 を 観 察 す る こ と が で き る 。  

こ こ で は 、( a )曲 げ 破 壊 、( b )せ ん 断 破 壊 、の よ う に 特 徴 的 な ２ つ の 破 壊 形 式 を 理 解 す る こ と が

重 要 で 、ひ び 割 れ を 含 む 破 壊 状 況 を ス ケ ッ チ の 課 題 を 課 し て い る 。な お 、図 中 下 方 に あ る の は 、

断 面 力 図 （ S F D と B M D） を 併 記 し た も の で 、 こ れ は 別 途 We b に て 公 開 し 、 こ れ に よ り 、 他 の

工 学 基 礎 科 目 で あ る 構 造 力 学 と 連 携 す る こ と を 意 図 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 3 RC 梁 部 材 の 縮 尺 模 型 ： 対 称 ２ 点 載 荷  

 

 た だ し 、 当 然 の 事 な が ら 、 実 供 試 体 で は 中 に 埋 設 し て あ る 鉄 筋 の 様 子 は 見 る こ と は で き ず 、

次 の 写 真 4 の ス ケ ル ト ン 模 型 が 役 に 立 つ 。  

写 真 4 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 梁 の ス ケ ル ト ン 模 型 で 既 に 先 回 に も 報 告 し た （ 著 者 の 一 番 の 自

慢 作 に て 、 再 度 披 露 さ せ て い た だ い た ）。 こ れ は 、 ス テ ン レ ス に て 組 み 上 げ た 鉄 筋 網 を ア ク リ

ル 樹 脂 に よ っ て 固 め た も の で あ る （ 樹 脂 硬 化 時 に 負 圧 に よ り 脱 泡 し て 、 内 部 に は 気 泡 が 残 存 し

な い よ う に 工 夫 し て い る ）。 こ こ で は 、 特 に 、 軸 方 向 筋 （ 圧 縮 、 引 張 ） と 腹 鉄 筋 （ ス タ ー ラ ッ

プ 、 折 曲 げ 鉄 筋 ） の 3 次 元 的 配 筋 （ あ る 種 芸 術 的 で さ え あ る ） が 、 手 に 取 る よ う に 分 か る 。  

 

 

写 真 １  対 称 ２ 点 載 荷 Ｒ Ｃ 梁 の 載 荷 試 験 － 試 験 体 終 局 状 態 と 断 面 力 分

布  

( a )  曲 げ 破 壊 ：  

中 央 支 間 に て 、 曲 げ ひ び 割 れ が 発 生

し 、 中 立 軸 に ま で 及 ん で い る 。 や が

て 、 引 張 鉄 筋 が 降 伏 し 、 そ の 後 圧 縮

側 の コ ン ク リ ー ト が 圧 縮 破 壊 し 、 終

局 に 至 っ た 。  

 

( b )せ ん 断 破 壊 ：  

曲 げ ひ び 割 れ が 発 生 す る が 、同 時 に 、

両 側 の せ ん 断 ス パ ン 腹 部 に て 、 微 細

な 斜 め ひ び 割 れ が 認 め ら れ た 。 左 側

せ ん 断 ス パ ン に て 急 激 に 斜 め 割 れ が

発 達 し 、 終 局 と な っ た 。  

 

 S F D  

B M D  
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さ ら に 、 切 り 欠 き を 入 れ 、 載 荷 す る こ と に よ り ひ び 割 れ を 生 じ さ せ た が 、 何 と ひ び 割 れ 交 差

面 の ス テ ン レ ス 鉄 筋 廻 り に さ さ く れ 立 っ た 付 着 破 壊 の 跡 が く っ き り と 視 覚 で き た （ 写 真 4 右 側

写 真 ）。 こ れ は 、 鉄 筋 に 沿 っ た 付 着 す べ り を 可 視 化 し た も の で 、 学 術 的 に も 意 義 が 深 い 。  

 

 

 

 

 

 

 

写 真 4 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 梁 の ス ケ ル ト ン 模 型  

（ 左 /全 体 写 真 、 右 /ひ び 割 れ 面 の ク ロ ー ズ ア ッ プ ）  

 

４ ． 教 育 セ ッ ト ＃ ２ ： 専 用 Ｗ Ｅ Ｂ の 運 用  

Ｈ Ｐ（ ホ ー ム ペ ー ジ ）の 普 及 は 止 ま る こ と を 知 ら な い 。授 業 用 We b は 、そ の 利 便 性 、開 示 性 、

大 容 量 高 速 処 理 と い う 点 に お い て 、 極 め て す ぐ れ た 授 業 用 小 道 具 で あ る 。   

ま ず 、 1 9 9 9 年 に 『 も っ と 知 り た い コ ン ク リ ー ト 講 座 』 を 開 設 し 、 こ れ が 授 業 用 の 主 力 We b

と し て 機 能 し て い る 。そ の 後 、学 内 WE B、企 業 内 WE B（ 依 頼 講 座 の よ う な も の ）、レ ン タ ル ザ

ー バ ー 上 の We b な ど 、 多 く の ホ ー ム ペ ー ジ を 立 上 げ た （ 作 り 過 ぎ て し ま っ た 感 も あ る が ）。 主

要 な も の を 整 理 し 、 タ イ ト ル 、 U R L、 概 要 の 順 に 紹 介 す る 。  

 

# 1 :  『 地 震 に 負 け な い エ ン ジ ニ ア リ ン グ 講 座：耐 震 設 計 と 地 震 リ ス ク 』：h t t p : / / w w w. s r m - b c p . c o m /  

 耐 震 設 計 と 地 震 リ ス ク の 2 領 域 に 特 化 し た も の で 、前 者 の 耐 震 設 計 は 、教 育（ 授 業 ）、後 者 は

研 究 用 と 位 置 付 け 、 一 部 は 外 部 委 員 会 （ 土 木 学 会 、 日 本 地 震 工 学 会 ） の 委 員 会 用 に も 提 供 し

て い る 。こ の ホ ー ム ペ ー ジ は ま た 、外 部 へ の 情 報 発 信 と し て も 有 用 な コ ン テ ン ツ（ 技 術 資 料 、

主 要 論 文 ） の 提 供 に も 努 め て い る 。  

# 2 :  『 も っ と 知 り た い コ ン ク リ ー ト 講 座 』： h t t p : / / c - p c 8 . c i v i l . m u s a s h i - t e c h . a c . j p / R C /  

コ ン ク リ ー ト 工 学 、鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 学 に 関 す る ホ ー ム ペ ー ジ（ 通 称 、 ‘知 り コ ン ’）．電 子

サ イ バ ー 講 座 、 授 業 の ペ ー ジ 、 教 育 教 材 の ペ ー ジ 、 リ ン ク 集 か ら 構 成 さ れ て い る 。 当 然 の こ

と な が ら 、授 業 用 資 料 は い つ で も 何 処 で も 閲 覧 /出 力 が 可 能 で あ り 、学 生 は 、情 報 処 理 セ ン タ

ー 、自 宅 、旅 先 な ど 、ど こ で も 、予 習 /宿 題 が で き る（ コ ピ ー 配 布 等 の 教 員 の 手 間 も 省 け る ）。

ま た 、 過 去 の 試 験 問 題 （ 解 答 付 き ） を 公 開 し て お り 、 試 験 時 に て 持 込 み を 許 可 し て い る 。  

# 3 :  『 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 耐 震 設 計 講 座 』：

h t t p : / / w w w. e n g i n e e r i n g - e y e . c o m / r p t / w0 1 2 _ yo s h i k a w a / i n d e x . h t m l  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 基 本 特 性 、 非 線 形 挙 動 か ら 、 耐 震 設 計 の 基 本 事 項 と 地 震 リ ス ク 解 析 を 分

か り や す く 解 説 し て い る （ 伊 藤 忠 テ ク ノ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ / e n g i n e e r i n g - e y e に て 掲 載 ）。 他 大

学 も 含 め 多 く の 大 学 生 /院 生 が 閲 覧 し 、企 業 の 若 手 エ ン ジ ニ ア に も 好 評 を 博 し て お り 、広 い 意

味 の エ ン ジ ニ リ ン グ 教 育 と 考 え て い る 。  

http://www.srm-bcp.com/
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# 4 : D i g i t a l  A r c h i v e s  o f  C o n c r e t e  S t r u c t u r e s：h t t p : / / c - p c 8 . c i v i l . m u s a s h i - t e c h . a c . j p / R C / d i g i t a l / h t m l / _ f r a m e . h t m  

A r c h i v e s  o f  C o n c r e t e  S t r u c t u r e s： h t t p : / / c - p c 8 . c i v i l . m u s a s h i - t e c h . a c . j p / R C / R e v i e w _ C o n / In d e x . h t m  

‘知 り コ ン ’に あ る お 勧 め コ ン テ ン ツ 。 多 く の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 画 像 を 掲 載 し 、 解 説 し て

い る 。 土 木 構 造 物 （ 特 に コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） は 、 3 次 元 的 な 形 態 様 相 を 呈 し 、 そ の 出 来 上

が り を 実 画 像 で 見 る こ と か ら 理 解 が 深 ま る 。  

# 5 :  P r o j e c t :  S e e i n g  I s  B e l i e v i n g『 エ ン ジ ニ リ ン グ 系 動 画 /静 止 画 サ イ ト 』： h t t p : / / w w w. e v o . c o . j p / m u s a s h i /  

百 聞 は 一 見 に し か ず ！ 種 々 の 実 験 結 果 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 動 画 と し て ア ッ プ ロ ー ド し て い

る 。 コ ン ク リ ー ト 工 学 の 授 業 関 連 と し て は 、 曲 げ /引 張 /圧 縮 試 験 の 破 壊 過 程 （ 実 速 、 ス ロ ー

モ ー シ ョ ン ） を 観 察 す る こ と が で き る 。  

 

さ て 、初 代 We b『 知 り コ ン 』を 開 設 時 に 、学 生 を 惹 き つ け る た め 、特 徴 付 け る た め（ 実 際 は 、

先 生 の 興 味 の た め ）、イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー と し て 、 ‘ニ ワ ト リ 親 子 ’を 作 成 し た（ 何 故 、コ ン ク

リ ー ト の イ メ ー ジ が ニ ワ ト リ 親 子 な の か 、理 由 は 忘 れ て し ま っ た が ）。こ れ は 、専 門 の ク リ エ ー

タ ー に デ ザ イ ン し て も ら っ た が 、 歴 代 ク リ エ ー タ ー の 傑 作 品 を 紹 介 さ せ て い た だ き た い 。  

 

 

 

図 １  専 用 Web『 も っ と 知 り た い コ ン ク リ ー ト 講 座 』の イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー：‘ ニ ワ ト リ 親 子 ’ 

 

こ の よ う な 専 用 Web に よ り 、 毎 回 の 予 習 復 習 の 効 率 化 は も ち ろ ん の こ と 、 種 々 の 配 布 資 料 や

課 題 を 自 宅 で も 入 手 で き 、 受 講 生 の 教 育 効 果 に 役 立 っ て い る 。 ま た 、 本 We b の 開 設 ･運 営 は 、

学 外 の 教 員 ･エ ン ジ ニ ア ー へ の 情 報 発 信 と も 捉 え て お り 、 学 会 、 委 員 会 の 折 り に 評 判 を 聞 く と

励 み に も な り 、 さ ら な る コ ン テ ン ツ の 充 実 に つ な げ た い 。  

 

５ ． 教 育 ３ 点 セ ッ ト ＃ 3： 最 後 に 、 教 育 体 系 ＋ 教 科 書 演 習 書  

教 育 3 点 セ ッ ト の 3 番 目 は 、教 科 書 と 演 習 書（ シ ラ バ ス 連 動 型 ）で あ る 。教 室 で の 、 ‘受 講 生

と の 直 接 対 決 ’に 加 え て 、書 籍 を ‘読 む ’こ と か ら 学 ぶ こ と も 多 い 。従 っ て 、授 業 の 予 習 /復 習 の た

め に も 、「 わ か り や す い 教 科 書 ･演 習 書 」は 、学 生 に と っ て は 必 須 ア イ テ ム と な る 。本 報 告 で は 、

紙 面 の 制 限 も あ り 、 以 下 に 列 挙 し 、 詳 し く は 、 次 回 に 報 告 し ま す 。  

# 1 :  土 木 練 習 帳  -コ ン ク リ ー ト 工 学 -  共 立 出 版 (2 0 0 3 . 5 )   

2 年 時 前 期 の コ ン ク リ ー ト 工 学 に て 使 用 。 単 元 毎 に 、 K e y P o i n t s、 学 習 の 要 点 、 例 題 と

解 説 、 練 習 問 題 、 の よ う な 構 成 と な り 、 学 生 の 自 学 自 習 用 と し て も 活 用 で き る 。 他 大

学 教 員 も 含 め 4 名 と の 共 著 。  
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# 2 :  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 設 計  -限 界 状 態 設 計 法 と 許 容 応 力 度 設 計 法 -  丸 善 出 版 ( 1 9 9 7 . 1 2 )  

2 年 時 後 期 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 に て 使 用 。鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 基 本 学 習 事 項 を ま と

め 、 主 要 項 目 に つ い て は 、 演 習 例 題 に よ り 実 践 的 な 設 計 演 算 を 体 験 で き る 。  

# 3 :  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 解 析 と 設 計  -限 界 状 態 設 計 法 と 性 能 設 計 法 -  丸 善 出 版 ( 2 0 0 4 . 2 )  

大 学 院 課 程 （ 耐 震 工 学 特 論 ） の 参 考 図 書 と し て 使 用 し て い る 。  

# 4 :  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 耐 震 設 計 と 地 震 リ ス ク 解 析 、 丸 善 出 版 ( 2 0 0 8 . 2 )  

大 学 院 課 程 （ 耐 震 構 造 プ ロ ジ ェ ク ト ） の 参 考 図 書 と し て 使 用 し て い る 。  

 

６ ． お わ り に ： こ れ ま で の 学 内 外 活 動 と 結 語  

再 度 繰 返 し に な る が 、 講 義 で 取 り 扱 う 対 象 は 、 ほ と ん ど が 3 次 元 （ 立 体 構 造 ） で あ る の に 対

し て 、 普 段 の 授 業 用 小 道 具 （ 黒 板 、 パ ワ ー ポ イ ン ト 、 教 科 書 ） は 2 次 元 （ 平 面 資 料 ） で あ る 。

受 講 学 生 は 、‘ 教 員 が 思 っ て い る 以 上 に 理 解 し て い な い ’、‘ 想 像 以 上 に 混 乱 し て い る ’と 考 え た

方 が 良 い 。 学 生 の 興 味 を 引 く 必 需 品 、 学 生 が よ り 理 解 で き る 教 育 教 材 を 取 り 揃 え 、 そ の 日 の 講

義 対 象 を 具 体 的 に 目 の 当 り に 見 せ る （ 魅 せ る ） こ と が 、 工 学 系 教 員 の 原 点 と 考 え て い る 。   

こ れ ま で に 、 工 学 部 有 志 に て 教 育 教 材 研 究 会 を 主 宰 し 、 学 内 教 員 の 自 慢 作 品 （ 教 育 教 材 ） を

持 ち 寄 っ て 発 表 会 を 3 回 ほ ど 開 催 し た 。加 え て 、M i - Te c h 祭（ 当 時 ）に も 出 店 し た こ と も あ り 、

関 心 の あ る 教 員 に て 活 動 を し て い た 。 こ の う ち の 一 部 は 、 日 本 工 業 教 育 会 の 講 演 会 も 発 表 し て

い る [ 3 ]。  

教 務 委 員 会 、 も し く は し か る べ き 場 （ 必 ず し も 委 員 会 で あ る 必 要 は な い が ） に て 教 育 教 材 研

究 会 の 設 置 を 提 案 し た く 、切 磋 琢 磨 の 場 、マ ニ ュ ア ル 作 り な ど 、Ｆ Ｄ ( f a c u l t y  d e v e l o p m e n t )の 具

体 策 /特 効 薬 と し て 期 待 で き る 。  

 

参 考 文 献 ： 学 内 発 表 /教 育 年 報  

[1] 栗 原 哲 彦 ・ 吉 川 弘 道 ： 既 存 鉄 道 施 設 を 題 材 と し た 土 木 構 造 物 の シ ビ ッ ク デ ザ イ ン 演 習  

 -ラ ン ド マ ー ク 構 造 物 の 代 替 デ ザ イ ン と ３ 次 元 Ｃ Ａ Ｄ に よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン -，  

141-148 教 育 年 報  第 20 号 2009 年 版  

[2] 吉 川 弘 道 ： 教 育 現 場 の 必 需 品 『 教 育 3 点 セ ッ ト 』  -教 科 書 ･教 育 ツ ー ル ・ 専 用 WEB-、  

160-164 教 育 年 報 第 10 号 2003 年 版  

参 考 文 献 ： 学 外 発 表  

[3] 斧 昭 雄 ・ 吉 川 弘 道 ・ 多 留 康 矩 ・ 高 田 達 雄 ： 武 蔵 工 業 大 学 の 教 育 教 材 開 発 の 報 告 ， 日 本 工 学

教 育 協 会 ，第 43 回 工 学 ･工 学 教 育 に 関 す る 研 究 講 演 会  -知 的 創 造 力 を 触 発 す る 工 学 教 育 -, 1995 

[4] 吉 川 弘 道 ・ 栗 原 哲 彦 ： ア ー ト コ ン ク リ ー ト を 取 り 入 れ た 大 学 教 育 ， コ ン ク リ ー ト 工 学 , 

Vol.45 No.1,2007 

[5] 吉 川 弘 道 ・ 栗 原 哲 彦 ： 次 世 代 に 伝 え た い コ ン ク リ ー ト の 真 髄 － コ ン ク リ ー ト 教 育 ３ 種 の 神

器 と ア ー ト コ ン ク リ ー ト ， コ ン ク リ ー ト 工 学 ,Vol.47,No.5,2009 . 

 


